
業 種
平成29年 平成28年 増減

死亡 死傷 死亡 死傷 死亡 死傷

製 造 業 1 7 6 1 1
建 設 業 8 20 △12
運輸交通業 2 2 0
農 業 11 2 9
林 業 5 ４ 1
第三次産業 19 18 1
全 産 業 1 55 0 54 1 1

労働災害発生状況【平成29年９月末現在】

農業は、安全衛生推進者の選任が義務
付けられていない業種となりますので、安全
管理体制の構築に係る法令的な担保がな
されていません。
よって、労働災害防止活動を推進するた
めの旗振り役として、ガイドライン(※)に基づき
「安全の担当者」＝「安全推進者」を配置
しましょう！

＜安全推進者を配置するときのポイント＞
① 安全推進者は事業場ごと
に１人以上選任します。

② 安全推進者を選任したと
きは、氏名を作業場に掲示
（右表）するなどにより周知
します。

③ 事業主は安全推進者が活
動しやすいように、必要な権
限を与えて、能⼒向上にも配
意します。

※労働安全衛⽣法施⾏令第２条第３号に掲げる業種
における安全衛生推進者の配置等に係るガイドライン
（厚⽣労働省労働基準局⻑通達）

★ 安全の担当者を選任して、職場での安全活動を推進しましょう

１ 安全推進者の選任

昨年同期と比較して

本年、農業における死傷者数
11名の内訳は、次のとおりです。
・ 交通事故 ６名
・ 転倒 ２名
・ ⾶来・落下 １名
・ 動作の反動（腰痛） １名
・ その他（まむし咬傷） １名

【事故の型別 労働災害発生状況】

本年、農業における労働災害による死傷
者数（休業４日以上）は、大幅に増加し
ています。
平成27年の死傷者数は２名、平成28年
の死傷者数は４名であったものの、本年9月
末現在において、死傷者数は既に11名と
なっています。
農業における労働災害防止の取組を強化
する必要があります。

安全推進者の選任

農業用機械による労働災害防止

交通労働災害防止

農業労働者の安全と健康を確保するため、次の項目について取組をお願いします。
転倒による労働災害防止

健康診断と有所⾒者に対する医師の意⾒聴取

安全衛⽣・労務管理関係リーフレットの活用

農業労働者の安全と健康
【発行】豊後大野労働基準監督署
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豊後大野市三重町市場1225-9
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農業に従事するみなさまへ

を確保するために



３ 交通労働災害防止
本年7月、豊後大野市内の農業を営む事業場に
おいて、技能実習生6名を乗せ国道57号線を運転
中、緩やかな右カーブでスリップし、対向⾞線の歩道
を乗り越え、標識に正⾯衝突し、運転手を含めた7
名が負傷する交通労働災害が発生しています。
交通労働災害の６割以上は運輸交通業以外で
発生していることから、農業においても交通労働災害
防⽌の取組を⾏いましょう。
また、交通労働災害による死亡事例は、例年12
月に多く発生している

特に冬季に必要な配慮
☑ 視認性向上
・ 他⾞両からの視認性向上のため、早朝、夕
方早めの点灯を励⾏。

☑ 季節・天候対策
・ 積雪や路⾯凍結などのついて、交通安全情
報マップ等を活用し、情報提供を⾏い、「急
ハンドル」 「急ブレーキ」等、急の付く動作や
スピードの出しすぎに対して注意喚起する。

ことから、積雪や路⾯
凍結の情報に注意す
るなど、季節に応じた
交通労働災害防止
対策が必要です。

２ 農業用機械による労働災害防止

↑↓平成29年8月31日大分合同新聞夕刊

大分県によると、農業用機械による死亡事故は、平成
19年から平成28年までの10年間で63件発生しており、ト
ラクターの転落等、農業用機械の操作を誤り死亡する事故
が相次いでいます。特に、トラクター乗用中に関する事故が
34件（右下表参照）と最も多く、半数以上を占めています。
また、当署管内においても、コンバインのメンテナンス作業
を⾏う際にチェーン部分に⼿を巻き込まれるなどの事故が発
生しているところです。
農業用機械による事故は、重篤な事故につながるケース
が多いことから、農業用機械を取り扱う際は、次の点に注意
して安全な作業を⾏ってください。

スピードの出し過ぎ、路肩への寄りすぎ、脇
⾒運転等を防⽌しましょう。

メンテナンス作業を⾏う際は、農業用機械
を停止しましょう。

農作業は複数⼈で⾏い、お互いに声を掛け
合いましょう。



Point 転倒災害を防止するため、次の取組を⾏いましょう！

転倒の危険を
チェックしてみよう！

転倒災害を防止するためには、危険箇所を
⾊分けしたり、注意喚起標識の設置や通⾏時
のルールを表示するなど、労働者が視覚によって
危険等を認識できるよう可視化（⾒える化）
することが有効です。

安全の⾒える化の
取組を活用しよう！

★ 問題のあったポイントは、どのように改善する
かを全員でアイディアを出し合いましょう！

職場や作業場の段差
部分に表示しましょう！

大分県内における転倒による休業4日以上の死傷者数は年
間290人を超え、そのうち⼥性は６割を占めています。
転倒の要因は「滑る」が最も多く、次いで物・段差等に「つま
づく」「階段で足を踏み外す」となっています。
また、転倒は重傷事故になる場合もあり、特に⼥性が転倒し
た場合は骨折する割合が７割を超える（右表参照）など、重
傷事故化する傾向があります。

女
性骨折
73％

⼥性の転倒災害（大分県内）

創傷3％

捻挫13％

打撲12％

女
性

４ 転倒による労働災害防止の取組



労働者数50人未満の事業場においては、豊肥地域産業保健センターの医師等を「無料」
で活⽤できますので、利⽤申込みをお願いします。

Point

事業者は、労働安全衛生法第66条に基づき、労働者に対して、医師による健康診断を実施しなけれ
ばなりません。また、労働者は、事業者が⾏う健康診断を受けなければなりません。①雇⼊れ健康診断及
び②定期健康診断（１年以内ごとに１回、定期に実施）の実施項⽬は、下表のとおりです。
また、健康診断個⼈票は、５年間保存する必要があることに留意してください。

① ②

５ 健康診断と有所⾒者に対する医師の意⾒聴取
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定期健康診断や有害業務における健康診断を実施した結果、異常の所⾒があると診断された場合、
次の２点に留意して、医師⼜は⻭科医師から
意⾒聴取を⾏わなければなりません。
① 健康診断を⾏った⽇から３か月以内に
に⾏うこと。

② 聴取した医師⼜は⻭科医師の意⾒を
健康診断個人票に記載すること。

健康診断結果に基づく医師等からの意⾒聴取

※ ①〜④のリーフレット等については、厚⽣労働省のホームページからダウンロードできます。

≪ 安全衛⽣・労務管理関係のリーフレットを活⽤してください ≫
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